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１．新推計式について
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
「災害廃棄物対策指針 資料編」の公表・改定について（お知らせ）
（事務連絡 令和５年４月２８日）

【技１４ー２ 改定概要】
これまで対策指針では平成26年３月に策定された「巨大災害発生時における災害廃棄物対策のグ

ランドデザインについて（中間とりまとめ）」の災害廃棄物発生量推計式を提示してきたが、災害廃棄

物発生量の推計精度向上のための方策検討会において、地震、水害等の災害の種類別に災害
廃棄物全体量と片付けごみ量の推計式を分けて新たに策定したので、対策指針を改定することとした。
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
改定ポイント① 推計式の種類（災害廃棄物全体量と片付けごみ発生量）

【災害廃棄物の種類・・・災害廃棄物全体量と片付けごみ発生量】
新たな推計式では、従来通り災害廃棄物全体量を把握する推計式に加え、片付けごみ
発生量を推計するための推計式が示されています。
それぞれ、推計の目的に応じて推計することが望まれます。
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
改定ポイント② 推計式の適用範囲

 新推計式では、被害棟数を災害規模の基準として、推計式の適用範囲を示しています。
 比較的小規模な災害（全体量：全壊10棟未満、片付けごみ発生量：被害総数1000棟未
満）においては、災害種ごとに設定された一定量（目安値）を見込むものとしています。

 比較的大規模な災害（全体量：全壊10棟以上、片付けごみ発生量：被害総数1000棟以
上）においては、新しい推計式により推計します。
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
推計式【1】災害廃棄物全体量の推計式
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
推計式【2】片付けごみ発生量の推計式
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
（参考）推計式【3】津波堆積物の推計式

（津波堆積物の推計手法は変更はなし）
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
本日の重点説明内容・・・災害廃棄物全体量の推計式
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
災害廃棄物全体量の推計式で用いる各係数
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
災害廃棄物全体量の推計式の構成イメージ

Ｙ＝Ｙ１＋Ｙ２
Ｙ：災害廃棄物全体量（トン）
Ｙ１：建物解体に伴い発生する災害廃棄物量（トン）
Ｙ２：建物解体以外に発生する災害廃棄物量（トン）

Ｙ ＝ Ｙ１ ＋ Ｙ２

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量

建物解体以外に発生する
災害廃棄物量
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
災害廃棄物全体量の推計式の構成イメージ

Ｙ＝Ｙ１＋Ｙ２
Ｙ：災害廃棄物全体量（トン）
Ｙ１：建物解体に伴い発生する災害廃棄物量（トン）
Ｙ２：建物解体以外に発生する災害廃棄物量（トン）

Ｙ ＝ Ｙ１ ＋ Ｙ２

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量

建物解体以外に発生する
災害廃棄物量
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
Y1建物解体に伴い発生する災害廃棄物量算出の基本的な考え方

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造解体棟数
木造１棟あたりの
災害廃棄物発生量

＝ ×

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造解体棟数
非木造１棟あたりの
災害廃棄物発生量

＝ ×
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
Y1建物解体に伴い発生する災害廃棄物量算出のフロー

木造全壊棟数 木造半壊棟数 非木造全壊棟数 非木造半壊棟数

全壊解体率

木造解体棟数

半壊解体率 全壊解体率

非木造解体棟数

半壊解体率

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量（Y1）

【木造建物】

木造全壊の
解体棟数

木造半壊の
解体棟数

非木造全壊の
解体棟数

非木造半壊の
解体棟数

【非木造建物】

被害棟数
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
木造・非木造別の被害棟数の把握

木造全壊棟数 木造半壊棟数 非木造全壊棟数 非木造半壊棟数

全壊解体率

木造解体棟数

半壊解体率 全壊解体率

非木造解体棟数

半壊解体率

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量（Y1）

【木造建物】

木造全壊の
解体棟数

木造半壊の
解体棟数

非木造全壊の
解体棟数

非木造半壊の
解体棟数

【非木造建物】

被害棟数
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
木造・非木造別の被害棟数の把握

 災害時における、木造被害棟数と非木造被害
棟数の割合は、地域によって異なることが考え
られます。

 対策指針では、この地域性を反映させるため、
参考値として右表のような木造・非木造比率が
示されています。

 これらの参考値を基に、被害状況報告におけ
る被害棟数から、木造・非木造別の被害棟数
を把握します。

【木造・非木造別棟数を把握する目的】

木造と非木造では、建物に使われる部材の違いから、発生原単位が大きく異
なります。したがって、木造と非木造は分けて災害廃棄物発生量を算出するこ
とを目的に、木造・非木造別棟数を把握します。
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
解体棟数の把握

木造全壊棟数 木造半壊棟数 非木造全壊棟数 非木造半壊棟数

全壊解体率

木造解体棟数

半壊解体率 全壊解体率

非木造解体棟数

半壊解体率

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量（Y1）

【木造建物】

木造全壊の
解体棟数

木造半壊の
解体棟数

非木造全壊の
解体棟数

非木造半壊の
解体棟数

【非木造建物】

被害棟数
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
解体棟数の把握（解体率とは）

災害種別に解体率が異な
るため、対象とする災害
に応じて、扱う解体率を
選択する。
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
解体棟数の把握（解体率とは）

出典：令和元年東日本台風(台風第 19 号)人的被害・住家被害の状況

 解体率とは、被害棟数に対する
解体棟数の割合で、過去の災害
実績より設定された係数です。

 災害廃棄物を推計する際に用いる
被害棟数は、消防庁や自治体の危
機管理部局より報告される、被害状
況報告から全壊棟数及び半壊棟数
を把握します。

 しかし、被害状況報告で報告される
全壊・半壊棟数の全てを解体する
わけではありません。

 したがって、実際に建物を解体し廃
棄物が発生するであろう、解体棟数
を把握するため、解体率を用います。

被害状況報告に示されるすべての
建物が解体されるわけではない

【解体率を用いる目的】 被害棟数から解体棟数を算出すること
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
解体率・解体棟数のイメージ （地震（揺れ）を例に）

①全壊判定の建物 4棟

②半壊判定の建物 8棟

①全壊判定のうち解体する建物 3棟

②全壊判定のうち解体しない建物 1棟

③半壊判定のうち解体する建物 2棟

④半壊判定のうち解体しない建物 6棟

被
害
棟
数

解
体
棟
数

解体率 全壊75％、半壊25%
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
１棟あたりの災害廃棄物発生量とは

木造全壊棟数 木造半壊棟数 非木造全壊棟数 非木造半壊棟数

全壊解体率

木造解体棟数

半壊解体率 全壊解体率

非木造解体棟数

半壊解体率

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量（Y1）

【木造建物】

木造全壊の
解体棟数

木造半壊の
解体棟数

非木造全壊の
解体棟数

非木造半壊の
解体棟数

【非木造建物】

被害棟数
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
１棟あたりの災害廃棄物発生量とは
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
１棟あたりの災害廃棄物発生量とは

新推計式では、１棟あたりの災害廃棄物発生量を考える上で、以下のような点が考慮さ
れています。

木造では1棟当たりの床面積に地域による差は小さいないが、非木造では地域
により大きな差が生じる（例えば、東京などの大都市では高層化しているため
床面積が大きい）ため、推計値に影響を及ぼすことが想定されるため、床面積
を考慮。

【①延べ床面積を用いる目的】
市町村毎に床面積（木造・非木造）を設定することで、地域性を把握

設定値（木造0.5t/㎡、非木造1.2t/㎡）を使用

【②床面積あたりの木造・非木造別原単位を用いる目的】
木造・非木造では発生原単位が異なるため、木造・非木造別に原単位を設定

③ 木造・非木造別に①と②を乗じることで、地域特性を反映した1棟あたりの
災害廃棄物発生量（t/棟） を算出することができる。
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
木造・非木造別の被害棟数の把握

木造全壊棟数 木造半壊棟数 非木造全壊棟数 非木造半壊棟数

全壊解体率

木造解体棟数

半壊解体率 全壊解体率

非木造解体棟数

半壊解体率

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量（Y1）

【木造建物】

木造全壊の
解体棟数

木造半壊の
解体棟数

非木造全壊の
解体棟数

非木造半壊の
解体棟数

【非木造建物】

被害棟数
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
Y1建物解体に伴い発生する災害廃棄物量

 これまでの過程で算出した、解体棟数に１棟あたりの災害廃棄物発生量を乗じること
で、災害廃棄物発生量を推計します。

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造解体棟数
木造１棟あたりの
災害廃棄物発生量

＝ ×

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造解体棟数
非木造１棟あたりの
災害廃棄物発生量

＝ ×

ここまでが、

Y1 ：建物解体に伴い発生する災害廃棄物量
の基本的な考え方の説明となります。
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
災害廃棄物全体量の推計式の構成イメージ

Ｙ＝Ｙ１＋Ｙ２
Ｙ：災害廃棄物全体量（トン）
Ｙ１：建物解体に伴い発生する災害廃棄物量（トン）
Ｙ２：建物解体以外に発生する災害廃棄物量（トン）

Ｙ ＝ Ｙ１ ＋ Ｙ２

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量

建物解体以外に発生する
災害廃棄物量
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新しい災害廃棄物発生量の推計式について
Y2建物解体以外に発生する災害廃棄物量（トン）

災害時には、建物解体以外に発生するものとして、片付けごみや公物など※1が
発生します。それらを推計するため、片付けごみ及び公物等量原単位（CP※2）
が設定されています。

建物解体以外に発生する災害廃棄物量（トン） とは？？

※1 擁壁、電柱、路盤、土砂、流木等
※2 Clean up（片付け）、Public property（公物）より「CP」

 なお、以下に示す通り、Y2は 全壊棟数にCP原単位を乗じることで、算出可
能です。

Ｙ２ ＝（Ｘ１＋Ｘ２） × ＣＰ

X1：住家全壊、X2：非住家全壊
（※住家・非住家の取り扱いは後ほどの演習で詳細を説明します。）

 また、CP原単位は災害種別に設定されているため、対象とする災害に応じ
て、扱う係数を選択する必要があります。
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２．新推計式の演習

28

・災害廃棄物全体量の推計（発災前）

・建物構造別被害棟数の推計（発災後）

・片付けごみ発生量の推計



災害廃棄物全体量（Y）の推計（発災前）
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木造全壊棟数 木造半壊棟数 非木造全壊棟数 非木造半壊棟数

全壊解体率

木造解体棟数

半壊解体率 全壊解体率

非木造解体棟数

半壊解体率

木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量

非木造1棟あたりの
災害廃棄物発生量

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量（Y1）

建物解体に伴い発生する災害廃棄物量（Y1）の推計

【推計フロー】

• 地震被害想定等から木造・非木造それぞれの建物被害棟数を把握する。
• 解体率を掛け合わせ、解体棟数を算定する。
• 建物1棟あたりの災害廃棄物発生量（次頁参照）を掛け合わせ、建物解体に伴い発生する災害廃
棄物量（Y1）を推計する。

木造全壊の
解体棟数

木造半壊の
解体棟数

非木造全壊の
解体棟数

非木造半壊の
解体棟数



災害廃棄物全体量（Y）の推計（発災前）
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建物1棟あたりの災害廃棄物発生量の推計

• 「固定資産の価格等の概要調書」（総務省）から木造・非木造それぞれの床面積を把握する。
（ここでは令和3年度全国平均値の木造：97.6（m2/棟）、非木造：308.6（m2/棟）を採用）

• 木造・非木造建物発生原単位を掛け合わせ、建物1棟あたりの災害廃棄物発生量を算定する。

【建物1棟あたりの災害廃棄物発生量の推計】

推計例
（全国平均の床面積の場合）

推計式区分

97.6×0.5＝49（t/棟）木造床面積（m2/棟）×木造建物発生原単位（t/m2）木造

308.6×1.2＝370（t/棟）非木造床面積（m2/棟）×非木造建物発生原単位（t/m2）非木造



災害廃棄物全体量（Y）の推計（発災前）
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例題（建物解体に伴い発生する災害廃棄物量（Y1）の推計）

• ある地震被害想定の被災棟数が木造全壊300棟、木造半壊1,000棟、非木造全壊15棟、非木造半
壊200棟でした。津波被害はありません。

• 下図フローの括弧内を埋め、建物解体に伴い発生する災害廃棄物（Y1）を推計してください。

木造全壊棟数
（ ）

木造半壊棟数
（ ）

非木造全壊棟数
（ ）

非木造半壊棟数
（ ）

全壊解体率
（ ）

木造解体棟数
（ ）

半壊解体率
（ ）

全壊解体率
（ ）

非木造解体棟数
（ ）

半壊解体率
（ ）

木造建物の解体に伴い発生
する災害廃棄物量
（ ）

木造1棟あたりの

災害廃棄物発生量※

（ ）

非木造建物の解体に伴い
発生する災害廃棄物量
（ ）

非木造1棟あたりの

災害廃棄物発生量※

（ ）

建物解体に伴い発生する
災害廃棄物量（Y1）
（ ）

木造全壊の
解体棟数
（ ）

木造半壊の
解体棟数
（ ）

非木造全壊の
解体棟数
（ ）

非木造半壊の
解体棟数
（ ）

※p.30の全国平均の床面積の
場合としてください。



災害廃棄物全体量（Y）の推計（発災前）
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建物解体以外に発生する災害廃棄物量（Y2）の推計

木造全壊棟数 非木造全壊棟数

CP（片付けごみ及び公物等量発生原単位）

建物解体以外に発生する
災害廃棄物量（Y2）

• 地震被害想定等から全壊棟数を把握する。
• CP（片付けごみ及び公物等量発生原単位）を掛け合わせ、建物解体以外に発生する災害廃棄物量
（Y2）を推計する。

全壊棟数

【推計フロー】



災害廃棄物全体量（Y）の推計（発災前）
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例題（建物解体以外に発生する災害廃棄物量（Y2）の推計）

• p.31の被災棟数を参照し下図フローの括弧内を埋め、建物解体以外に発生する災害廃棄物（Y2）を
推計してください。

木造全壊棟数
（ ）

非木造全壊棟数
（ ）

CP（片付けごみ及び公物等量発生原単位）
（ ）

建物解体以外に発生する災害廃棄物量（Y2）
（ ）

全壊棟数
（ ）

例題（災害廃棄物全体量（Y）の推計）

• Y1とY2を足し合わせて災害廃棄物全体量（Y）を推計してください。

建物解体以外に発生する災害廃棄物量（Y2）
（ ）

建物解体に伴い発生する災害廃棄物量（Y1）
（ ）

災害廃棄物全体量（Y）
（ ）



建物構造別被害棟数の推計（発災後）
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• 発災後は、被害報等から被災棟数を把握する。
• 非住家被災棟数の全壊・半壊棟数の内訳が不明な場合は、住家の全壊・半壊棟数で案分する。
• 全壊・半壊棟数に「倒壊棟数の木造・非木造比率」を掛け合わせ、建物構造別被害棟数を推計する。
• その後の災害廃棄物全体量の推計はp.29のフローに続く。

住家全壊棟数 住家半壊棟数 非住家被災棟数

【推計フロー】

全壊棟数 半壊棟数

非住家全壊棟数

非住家半壊棟数

木造全壊棟数 木造半壊棟数 非木造全壊棟数 非木造半壊棟数

住家の全壊・半
壊棟数で案分

倒壊棟数の木造・
非木造比率

倒壊棟数の木造・
非木造比率

赤：全壊棟数のフロー
青：半壊棟数のフロー

以降はp.29のフローに続く



例題（建物構造別被害棟数の推計（発災後）

35

• ある災害による被害が住家全壊棟数200棟、住家半壊棟数800棟、非住家被災棟数が100棟でした。

• 下図フローの括弧内を埋め、木造全壊棟数、木造半壊棟数、非木造全壊棟数、非木造半壊棟数を
推計してください。

• 倒壊棟数の木造・非木造比率は全国の平均値（木造91.3%、非木造8.7%）としてください。

住家全壊棟数
（ ）

住家半壊棟数
（ ）

非住家被災棟数
（ ）

【推計フロー】

全壊棟数
（ ）

半壊棟数
（ ）

非住家全壊棟数
（ ）

非住家半壊棟数
（ ）

木造全壊棟数
（ ）

木造半壊棟数
（ ）

非木造全壊棟数
（ ）

非木造半壊棟数
（ ）

住家の全壊・半
壊棟数で案分

倒壊棟数の木造・
非木造比率

倒壊棟数の木造・
非木造比率

赤：全壊棟数のフロー
青：半壊棟数のフロー



片付けごみ発生量（C）の推計
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• 片付けごみ発生量は、被災棟数にc（片付けごみ発生原単位）を掛け合わせ推計する。

住家全壊

c（片付けごみ発生原単位）

片付けごみ発生量（C）

【推計フロー】

非住家全壊 住家半壊 非住家半壊 住家一部破損 床上浸水 床下浸水

水害の場合

被災棟数

住家全壊
（ 20 ）

c（片付けごみ発生原単位）（ ）

片付けごみ発生量（C）
（ ）

【推計フロー】

非住家全壊
（ 5 ）

住家半壊
（ 50 ）

非住家半壊
（ 25 ）

住家一部破損
（ 100 ）

床上浸水
（ 100 ）

床下浸水
（ 500 ）

被災棟数
（ ）

例題（片付けごみ発生量（C）の推計）

• 水害により下図のとおり住家・非住家が被災しました。
• 下図フローの括弧内を埋め、片付けごみ発生量を推計してください。



２．災害廃棄物処理計画作成（改定）のポイント
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・発生量推計結果の扱い

・組成割合の設定について

・火災焼失に伴う災害廃棄物発生量の推計



出典：印西市災害廃棄物処理計画（令和5年3月改定 印西市）

発生量推計結果の扱い
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• 今後、災害廃棄物処理計画を作成（改定）する場合には、今回説明した新推計式を用い
た推計（見直し）を行い、処理フローを作成することが望まれます（下図参照）。

• 特に可燃物及び不燃物の発生量については、焼却施設及び最終処分場の処理可能量
と比較することで、どの程度の応援を要請すべきかあらかじめ想定しておくことが可能と
なります。

【処理フロー例】



出典：災害廃棄物対策指針 技術資料 【技14-2】 p.24,25

組成割合の設定について
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• 前述の処理フローを作成するには、組成割合の設定が必要になります。
• 組成割合の事例は指針のp.24,25、28～40に示されています。ただし、p.24の熊本地震
の組成割合はモデル解体の結果であるため留意が必要です（次頁参照）。

【東日本大震災：地震（津波）】

【熊本地震モデル解体：地震（揺れ）】

【平成30年7月豪雨：水害】

【平成30年7月豪雨：土砂災害】



出典：災害廃棄物対策指針 技術資料 【技14-2】 p.34

組成割合の設定について
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• モデル解体とは「損壊家屋の解体により排出される災害廃棄物量・組成割合」を調査し
たものであり、建物解体に伴い発生する災害廃棄物量（Y1）の組成割合の事例になって
います。

• よって、建物解体以外に発生する災害廃棄物量（Y2）の組成は反映されていません。
• 熊本地震を参照する場合は、p.34に熊本地震の災害廃棄物全体量（Y=Y1＋Y2）の組成
割合が示されているので、そちらを採用することをおすすめします。

【熊本地震（全体量）の組成割合】



出典：災害廃棄物対策指針 技術資料 【技14-2】 p.12

火災焼失に伴う災害廃棄物発生量の推計
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• 火災焼失に伴う災害廃棄物発生量推計では、発生原単位に減量率を掛け合わせること
で火災による減量分を考慮します。推計例を下表に示します。

【建物1棟あたりの災害廃棄物発生量の推計（火災焼失の場合）】

推計例
（全国平均の床面積の場合）

推計式区分

97.6×0.5×（1-0.34）
＝32（t/棟）

木造床面積（m2/棟）×木造建物発生原単位（t/m2）×（1-減量率）木造

308.6×1.2×（1-0.16）
＝311（t/棟）

非木造床面積（m2/棟）×非木造建物発生原単位（t/m2）×（1-減量率）非木造

【減量率の設定】


